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1. 利用方法 

 

事前作業 

はじめに、本チェックツールの事前作業について説明します。 

 

① 電子化ツールにより出力された簡易タイルフォルダ「CHECK」の直下に、事前に配布された「ch

eck.html」をコピーします。 

 

 
 

② コピーした check.htmlをダブルクリックするなどしてブラウザ上に表示します。 

 

  

（簡易タイル出力フォルダ）

CHECK CHECK_PNG

PNG
チェックツールで使用するPNGファイル群

HT
ML

事前に配布された check.html 
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画面表示 

初期画面では以下の画面が表示されます。各機能の説明は以下のとおりです。 

 

 

図 1.1 初期表示 

 

No 説明 

① 画面を印刷します。 

② 表示する簡易タイルのデータを選択します。 

③ 簡易タイルの透過率を設定します。 

 

  

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 
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No 説明 

④ 

背景地図を変更します。 

 

⑤ 「＋」「－」押下で、地図の拡大・縮小を行います。 

 

データ表示 

簡易タイルのデータを選択すると、データの表示位置に地図が移動します。簡易タイル作成時に設定

した凡例を表示します。 

 

 

図 1.2 簡易タイルデータの表示 

 

以上 
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